
 

 

 

 

 

◆正月に日本の伝統を感じよう 

お正月には、家に門松や鏡餅を飾ったり、おせち料理やお雑煮をいただいたりするご家庭も多い

ことでしょう。 近年、こうした風習を目にする機会は少しずつ減ってきているかもしれませんが、

それぞれ大切な意味や願いが込められています。今日はその伝統の意味についてご紹介します。お

正月の行事に触れるとき、「そんな願いが込められていたな」と思い出していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

飾っていた鏡餅と野菜をお雑煮にして食べると、歳神様から新しい力をいただくことができるよ

うです。私は毎年食べ過ぎて、違う意味でかなり力をもらっていることを感じています。 

また、私はこどものころから栗きんとんが苦手で避けていました。しかし金運ならば、今年は挑

戦してみたいと思います。皆さんは、どの料理が楽しみですか。  

法吉小学校だより 

法吉っ子 
令和７年１２月 文責 校長：伊藤英俊 

ほん気で考える子・つよい心をもった子・きょうも元気な子・このまちを大切にする子 

法吉小のホームページも 

どうぞご覧ください⇒ 

◇門松 歳神様（新年の幸せをもたらす神）が門松を目印に空から降りてきます。 

◇鏡餅 おうちに来た歳神様は、鏡餅に座ります。 

    鏡餅には神が宿るといわれています。 

◇おせち料理にはそれぞれ意味があるようですよ。 

鯛…めでたい  昆布…よろこぶ   黒豆…まめ（元気）に働けるように 

栗きんとん…金団と書き金運を呼ぶ縁起物 



◆人権集会 

 １１月２７日、企画・生活・環境美化委員会のこどもたちによる「人権集会」が開かれました。 

会のはじめには、各学年の代表児童が人権標語を発表しました。どの作品も、自分や相手を大切に

する言葉がちりばめられており、会場全体が温かい空気に包ま

れました（標語は次ページで紹介しています）。 

 生活委員会からは、「ほっとハート週間」の取り組みが紹介さ

れました。これは、法吉小学校を「人権が大切にされる学校」

にするための活動です。友達のやさしい言葉や行動を見つけた

ら、それを小さなハートのカードに書きとめ、模造紙の大きな

ハートに貼っていきます。 

 「やさしさ」でハートをいっぱいにしようという素敵な試み

です。集まったハートには、次のようなメッセージが綴られていました。読んでいるだけで心がぽ

かぽかしてくる言葉ばかりです。 

・泣いたときに「どうしたの、だいじょうぶ？」と言ってくれ

て、とてもうれしかった。いつかお礼をしたい。 

・水筒がこぼれた時に、近くの人が拭いていました。 

・体育の台上前転で失敗したときに、はげまして声をかけてく

れた。 

・「ありがとう」と言われたら、いい気持ち。 

・先生、いつもわかりやすく勉強を教えてくれてありがとう。 



また、環境美化委員会からは、「花を育てることは、やさし

い心を育むこと」というメッセージと共に、パンジーとビオラ

が紹介されました。この２つの花には、「正直でやさしい心」

という意味が込められています。 

花たちは今、昇降口でこどもたちを出迎えています。毎日そ

の姿を目にしながら、花言葉のように温かくやさしい心で過ご

してほしいと願っています。 

 

 

 

だ 

 

 

 

 

 

 

人権標語 

（１）みんなが やさしいことばをつたえたら 

           はなまる いっとうしょう 

（２）「どうしたの」 思いやる気持ち 大切に 

（３）やさしさの 言葉の毛布で ぽっかぽか 

（４）大丈夫 ぼくの助ける手 つかまえて 

（５）差別しない 十人十色の すてきな個性 

（６）おくり合おう やさしい言葉 すてきな笑顔 

                        （ ）の数字は学年です 



◆育てたい姿･･･校歌に立ち戻るパート 2 
 学校だよりの５月号で、校歌の一番に込めら

れた願いをお伝えしました。今回は、二番の歌

詞に込められた思いについて紹介します。 

 「澄む天はひらく未来よ」からは、どんなイ

メージが湧いてきますか。「天」は真上に広がる

空を意味し、そこから無限につながる宇宙も表

しています。宇宙が果てしないように、こども

たちの未来にもさまざまな可能性が秘められ

ているのだと、背中を押してくれるメッセージが伝わってきます。 

 「うららとした光」には、明るくのどかで、心晴れやかな様子が表されています。ここでの「光」

には、太陽の光だけでなく、知性や文化の輝きという意味も込められているようです。 

 光をたっぷりと浴びるこの学び舎で、明るく元気に、そして心豊かに育ってほしいという願いが

感じられますね。 

 校歌を口ずさむと、創立当時の風景が目に浮かび、先輩たちの願いや思いが伝わってくるようで

す。時代を経ても変わらないこの願いを大切に、意味を感じながら歌い継いでいきたいです。 

お礼 校庭芝お礼 校庭芝生の管理、登下校の見守り、読み聞かせ、図書ボランティア等、皆様からたく

さんのご支援・ご協力をいただいております。ありがとうございます。 

電話：0852-21-4354  FAX：0852-21-4359  Mail：hokki-e@city.matsue.ed.jp   ほうきどり 


